
□■受験対策ミニ講座 20 号 2022□■（養成所ニュースプラス 26 号） 

 国家試験まであと 9 日となりました。過ぎていく 1 日 1 日にため息ばかりついていませんか。まだ 9 日間もありま

す。前に進むしかありません。焦る気持ちは、時に息抜きで気持ちを緩め、切り替えて勉強に向かいましょう。 

 次号は試験直前号となり、当日の持ち物チェックをお届けするため、■Plus Quiz は今回が最後になります。最後の問

題は、試験当日の最終科目「更生保護制度」からの出題にしました。最後までたどり着いていないと焦っている方に、是

非解いていただきたい問題です。 

 

■Plus Quiz・・・・・ 

【30 回 148】 更生保護制度の担い手や施設に関する次の記述のうち、正しいものを 1 つ選びなさい。 

１．保護観察官は、地方検察庁に配置されている。 

２．保護司は、担当事件によっては給与が支払われる。 

３．保護司の職務は、保護観察事件に限定されている。 

４．更生保護施設への委託期間は、更生緊急保護対象者の場合、延長することが可能である。 

５．更生保護施設は、地方公共団体が運営しなければならない。 

 解説と正答は最後に記載してあります。 

 

■Yoseijo Info・・・・・ 

・（32 期生）住所変更後、変更届を提出していない場合はご提出ください。 

・（33 期生）教育訓練給付制度（専門実践教育訓練）の支給希望の方へ 

 申請書類一式は原則として、再発行はできませんので、お取り扱いにはご注意ください。 

 本養成所からの申請書類を発行するには、「受給資格者証と公的身分証明書のコピーの提出」及び「レポートの提出」、

「スクーリング代替授業の履修」、「授業料の納入」が必須となります。 

・レポート評価票の課題及び課題番号の記入について、未記入や番号違いに注意してください。 

 また、必ずレポート評価票と原稿用紙はホチキスで留めてください。 

・レポート評価票の科目と原稿用紙の科目の付け間違いに注意してください。 

 受付できない場合があります。 

・レポート提出は、郵便事故や封筒の破損を避けるため、極力、郵便局窓口からの提出を推奨しています。 

 また、必ずコピー（控え）をとってください。 

・参考文献及び引用文献の記入について、文献（URL）名のみ等、情報が不足しているレポートが散見されます。 

 受講の手引き P18-19 の「（3）文章作法とルール」や、P22-24 の「（5）参考文献・引用文献の表記方法」を確認のう

え必要事項をすべて記入してください。 

 

■Test Info・・・・・ 

 国家試験に関する情報をお届けします 

・第 34 回国家試験の試験日は、令和 4 年 2 月 6 日（日）です。 

 試験概要はこちら→http://www.sssc.or.jp/shakai/gaiyou.html 

・社会福祉振興・試験センターより、新型コロナウイルス感染症対策に関する国家試験当日の注意事項や、対応について

情報公開がありました（2021 年 12 月 6 日付）。 

 詳しくはこちら→http://www.aigo.or.jp/yoseijo/?p=5878 

・社会福祉振興・試験センターより、国家試験におけるまん延防止等重点措置にかかる対応について情報公開がありまし

た（2022 年 1 月 21 日付）。 

 詳しくはこちら→http://www.aigo.or.jp/yoseijo/?p=5923 

・本養成所主催の「受験対策講座」を web にて開催しております。 



 受験対策ガイダンス動画、オンデマンド動画（全 19 科目）の視聴が可能です。また、12 月 25 日（土）より、国家試

験直前対策講座（有料）の講義動画の視聴が開始となっています。是非ご活用ください。 

 受験対策講座ページへのアクセスはこちら→http://www.aigo.or.jp/yoseijo/?page_id=5529 

※国家試験直前対策講座（有料）については、受講確定者に対してご案内（受講確定通知）を郵便及びメールにて送付し

ています。 

 

■Plus Info・・・・・ 

 その他の情報をお届けします 

・日本知的障害者福祉協会では様々な情報を発信しております。 

 詳しくはこちら→http://www.aigo.or.jp/ 

 

■Plus Column・・・・・ 

【備えあれば憂いなし】 

 予想できる心配になりそうなことや慌てそうなことは、なるべく事前に解決し、当日は試験に集中できるようにしまし

ょう。 

 試験会場までの公共交通機関での移動は、余裕のある時間設定にしましょう。乗り換えがある場合は、乗り換えにかか

る時間、発車ホームの番線などをアプリで調べると安心です。メモを作って手元に残しておきましょう。会場の下見はで

きませんが、会場までの道順や最寄駅のトイレの場所などをチェックしておくことはできます。 

 午前中は科目数も多く時間も長いので、朝食はしっかりとること。マラソンやトライアスロンの選手の中には、試合当

日の朝食にお餅やバナナを食べる人がいることなどが知られていますね。脂っこい食べ物で胃もたれしたり、冷たい食べ

物で体を冷やしませんように。うまく調節してください。 

 逆に、午後の試験時間は短いこともあり、昼食は軽いもの、食べ慣れたものですませるのが無難です。集中力を保つに

は、チョコレートやドライフルーツのような糖度の高いものも良いといわれます。ただ、食べ過ぎには気をつけて。急に

血糖値が上がると眠気が出てしまうことがあります。 

 会場周辺の自動販売機やコンビニ弁当などは売り切れることがありますし、商店や食堂は営業を自粛しているかもしれ

ません。飲み物や昼食は持参することをお勧めします。家から弁当でもよいですし、自宅近くのお店やコンビニで買うの

も得策です。 

 また、コーヒーやお茶の利尿作用にご注意を。会場のトイレはたいてい長蛇の列です。水筒に温かい麦茶などがあると

安心ですね。栄養ドリンクや自分だけのスペシャルドリンクを用意する人もいるようです。 

 長時間、集中しなくてはいけない試験は、身も心もへとへとになります。最後の最後は、体力・気力の勝負です。皆さ

ん、体調を整え、万全の準備をして臨んでください。 

 少し長くなりますが、最後に走り続ける皆さんに先輩からのメッセージです。 

 ◆残り少なくなっていくにつれて、やらなければならない項目、覚えなくてはいけない項目が山ほどあり、結構焦って

いた。でも、愚直に過去問を解き、参考書で確認を繰り返した。キーワードをノートに書き、それを自分なりに説明でき

るかを繰り返した。◆養成所のレポートを書くときに学んだことが試験に出てうれしかった。ひとつは、地域福祉。レポ

ートを書くとき厚労省の文書と長時間にらめっこしていたので、問題を見たときに「これだ！」と分かった。試験対策と

しての学習も大事だが、今までの積み重ねが最後には味方してくれるように思う。◆本格的には 12 月からの勉強になっ

たが、過去問を繰り返すことで合格できた。50 代の同世代の方、がんばってほしい！◆最後は自分自身との戦い。体調

だけは崩さないように。 

 

■Back Number・・・・・ 

 過去のバックナンバーはこちら→http://www.aigo.or.jp/yoseijo/?page_id=2686 

 



【Plus Quiz・・・・・解説と正答】 

 「更生保護制度」は「就労支援サービス」と合わせて 1 科目群とされ、この科目群で得点が必要とされます。4 時間に

及ぶ試験の最後の科目になります。 

 更生保護制度は、分野横断的に他科目の知識に関連づけて解くことが難しい科目ですが、出題内容は、基本的な内容で

すので恐れることはありません。この科目の 4 問を解けば試験のゴールです。 

 出題基準の大項目 2「更生保護制度の担い手」は頻出です。29 回、31 回、33 回には「保護観察官・保護司」、32 回

「保護司」、そして 30 回にこの問題「保護観察官・保護司・更生保護施設」が出題されました。 

 保護観察官は、法務省法務事務官として採用される国家公務員です。保護観察、調査、生活環境の調整、その他の事務

に従事します。保護司は、民間人の中から法務大臣が委嘱する非常勤の国家公務員です。任期は 2 年、再任は妨げませ

ん。保護観察官と情報共有と連携を図り、保護観察官で十分でないところを補います。更生保護施設は、主に保護観察所

から委託を受けて、保護観察や更生緊急保護の対象者を宿泊させて、食事の提供や就職援助、生活指導などを行い自立を

支援します。 

 

１．×地方更生保護委員会の事務局及び保護観察所に配置されています。 

２．×保護司には給与は支払われません。ただし、交通費等の実費支給を受けることができます。 

３．×保護司の職務は保護観察事件に限定されません。保護観察に付されている人の指導監督や補導援護や矯正施設に収

容されている人の生活環境調査、「社会を明るくする運動」などの啓発及び宣伝の活動や民間団体の活動や地方公共団体

の施策への協力も職務に含まれます。 

４．○更生緊急保護は、更生保護法で 6 ヶ月を超えない範囲で行うとされていますが、特に必要があると認められる場

合は、更に 6 か月を超えない範囲内で延長できると規定されています（法第 85 条第 3 項）。 

５．×更生保護施設を運営しているのは全て民間の法人です。（令和 3 年 1 月 1 日現在 103 施設） 

 

 

 

※掲載内容の転載・再配布はご遠慮ください。  

※メール内容に対する個別の対応は行っておりません。 

※問い合わせ等については社会福祉士養成所ホームページより行えます。 
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